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Design Wave Magazine で は , 昨年 に 引き 続き ,「 Design Wave 設計 コン テス ト 2006」 を 開催 し ます . 


較 ね らい 

ハー ド ウェ ア 設 計 は , HDL を 使用 する 方 法 が 主流 と な っ て いま す 
が , HDL の 文法 や ツー ル の 使い か た を 学ぶ こと は で き て も , 実際 に 
ある シス テム の 要求 仕様 か ら 設 計 を 進め , 実際 に 動作 する 回 路 を 実現 
する まで を 経験 する 機会 が な い , と いう 方 は 少な く な いで し ょ う . ま 
た , 同じ 仕様 書 で , ほか の 設計 者 は どの よう に 問題 を 解決 する の か 知 
り たい, みずから の 設計 技術 が 客観 的 に どれ くら い の レ ベル に ある の 
か 知り たい, と 思わ れ て いる 方 も いる の で は な いで し ょ うか 

そこ で , 弊誌 で は 毎年 , 設計 コン テス ト を 開催 し て いま す . より 多 
く の 方 は ハー ドウ ェ ア ・ シ ステ ム 設 計 」 に 参加 し て いた だ き , ご 自分 
の 設計 力 や アイ デア を アピ ー ル し て みて は いか が で し ょ うか . 少し 競 
争 し な が ら 設 計 す る の も , きっ と 楽し いこ と だ と 思い ます . 
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画 種目 

設計 の キャ リア が 短い 方 や 学生 の 方 で も 気軽 に 参加 で きる よう に , 
シン プル で 具体 的 な 課題 が 用 意 さ れ て いま す . また , 初心 者 が より 参 
加 し や すい よう に , 初心 者 向け コー ス も 用 意 さ れ て いま す . 参加 資格 
は , 学生 と 社会 人 を 区 別 す る 以外 は と くに 設け ませ ん . 社会 人 の み , 
匿名 に よる 参加 も 受け 付け まず 連絡 用 に 本 名 の 明記 は 必要 ). 


田 課題 : 2 次 元 積 符号 用 繰り 返し 型 デ コー ダ 

今回 の 課題 は 2 次 元 積 符号 の デコ ー ダ 回 路 で す . 実際 の ディ ジタル 
通信 で は エラ ー 訂 正 技術 を 用 いて , 伝送 され た ディ ジタル ・ デ ー タ に 
対し て エラ ー 訂 正 処理 を 行い , デー タ 転送 の 信頼 性 を 向上 させ て いま 
す . 最近 , シャ ノン の 理論 限界 に 迫る 高 性 能 を 実現 する エラ ー 訂 正方 
式 と し て ター ボ 符 号 や 低 密度 パリ ティ 検査 符号 が 注目 され , 一 部 で 実 
用 化 が 始ま っ て いま す . た だ し , ター ボ 符 号 は 課題 と し て は 規模 が 大 
きす ぎる た め , 今回 は ター ボ 符 号 デ コー ダ と 似 た 繰り 返し 処理 を 用 い 
る 2 次 元 積 符号 の デコ ー ダ 回 路 を 設計 し ます . 

設計 仕様 の 詳細 は , 本 誌 2005 年 11 月 号 , pp.131-140 の 記事 
で 解説 し まし た . また , 本 誌 の ホー ムペ ー ジ で も 公開 し て いま す . 


一 設計 仕様 の 訂正 
設計 仕様 の 記事 に 誤り が あり まし た . 2005 年 11 月 号 , p.133 
を 段 中 ほど に ある S/ の 式 は , 正しく は , 


S/AM dB) ニ 10・ logi& 1.78)= 2.5gdB 


で す . 式 に 続く 本文 の 説明 も ,「 ここ で は 5$/= 2.5dB の ノイ ズ 
を 印加 」 と な り ま す . お わび し て 訂正 し ます . 


回 審査 呈 準 

審査 は , 基本 的 に 次 の 項目 を 基準 と し て 行い ます . 
1 ) 速度 , 2 ) ゲー ト 規模 , 3 ) ユニ ー ク 性 , 4 ) 実現 

「 速度 」 ゲー ト 規模 」 は , 各 参 加 者 か ら 提出 され た シミ ュ レ ー シ ョ 
ン 結 果 で 判定 し ます . 各 参 加 者 が 使用 する 開発 環境 は 異な り ま す の 


で , 審査 時 に その こと は 考慮 され ます .「 ユニ ー ク 性 」 と は , お も に ア 
ー キ テク チャ を 評価 する も の で す . 再 利用 性 や ハー ドウ ェ ア 回 路 ら し 
い ユ ニー ク な アー キテ クチ ャ な ど を 評価 し ます .「 実現 」 と は , 実際 に 
基板 上 に 回 路 を 実現 し , 動作 させ る こと で す . 論理 合成 だ け で 終わ る 
の で は な く , 実際 の PLD/FPGA( 基板 ) 上 で 実現 し 動作 させ た 方 は , 
評価 の 対象 と な り ま す . 実現 し た SM 比 と エラ ー 数 の 関係 に つい て も 
審査 し ます . 

上 記 の よう に, 審査 で は , か な ら ず し も 数 値 的 な 要素 だ け で 優劣 を 
決め る と は か ぎり ませ ん . 結果 的 に , 提出 し て いた だ く レ ポー ト その 
も の も 評価 対象 と な り ま す . あら か じ め , ご 了承 くだ さい . 
審査 は , 編集 部 と 設計 者 , 研究 者 の 方 か ら 構成 され た , Design 
Wave 設計 コン テス ト 審査 要員 会 で 行う こと に な り ま す . 


較 スケ ジュ ー ル 
応募 レポ ー ト の 締め 切り は , 
2006 年 1 月 27 抱 必着 ) 
で す . ファ イル に よる E-mail 送付 また は 郵送 で 受け 付け ます . 発表 は , 
本 誌 2006 年 5 月 記 2006 年 4 月 10 日 発売 ) 
を 予定 し て いま す . 優秀 作品 に つい て は , その 製作 レポ ー ト を 本 誌 で 
掲載 する こと が あり ます . 


田 琉球 大 学 と の コラ ボレー ショ ン 

本 コン テス ト は , 琉球 大 学 工学 部 情報 工学 科 と 共同 で 進め て いき 
ます . 同学 科 が 主催 する 学生 向け の LSI 設 計 コ ン テ ス ト と 同じ 課題 で 
す . Design Wave 設 計 コ ン テ ス ト に つい て , 学 潮 大 学 , 大 学院 , 
工業 高等 専門 学校 な ど ) の 方 が 参加 され る 場合 は , 琉球 大 学 側 で 審査 
を 行い , 最終 審査 に 残っ た 場合 は , 沖縄 で 行わ れる デザ イン ・ コ ン テ 
スト 2006 最終 発表 付 2006 年 3 月 17 日 予定 ) に 招待 され ます . 社 
会 人 の 方 が 参加 され る 場合 は , CQ 出版 社 側 で 審査 し , 優秀 な 設計 を さ 
れ た 方 に は , 社会 人 設計 の 代表 と し て , 上 記 発表 会 に 招待 いた し ます . 


画 参加 登録 

本 誌 の ホー ムペ ー ジ に , コン テス ト へ の 参加 登録 の 方 法 を 掲載 し ま 
ず 登録 し な く て も , コン テス ト に 参加 する こと は 可能 で す ). 登録 者 
の 方 に は , 随時 , 必要 な 情報 を お 伝え し ます . 


画 賞品 
優秀 な 設計 を され た 方 に は , 賞品 を 贈呈 し ます . 
な お , コン テス ト の た め の ホ ー ム ペー ジ は , 
http://www.cqpub.co.Jjp/dwm/contest/ 
に 設置 し て いま す . お 問い 合わ せ は , E-mail で contest.dwm@ 
cdqpub.co.jp まで お 願い し ます . 
( 編集 部 ) 
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